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1 .「漢方診断学部門」開設の経緯
富山医科薬科大学和漢薬研究所
漢方診断学部門教授伊藤隆
現在，医療保険の薬価に収載されている漢方製剤は147種であり，また生薬は約200種です。
平成9年，薬価収載の漢方製剤 n、わゆるエキス剤）の全てについて「漢方医学的な病態（証）
に基づいて適正に使用すること」が明記されました。証を決定できるようになるためには，基礎
概念、の学習とともに臨床に根ざした研修が必要です。しかし わが国において体系的にこれを教
育する場は，未だ整備されておりません。
そこで，平成1年4月1日付けで，株式会社ツムラの寄付部門として，富山医科薬科大学和漢薬
研究所に「漢方診断学」部門が設置され，医師・薬剤師・医薬学生に対し，短期および中長期研
修の場を提供することになりました。
どこの大学でも普遍的に実行できるような，漢方医学の教育カリキュラムを作製していくため
に解決すべき問題はあまた存在しております。
そもそも漢方医学自体が五感に頼った診断体系を有しており 西洋医学に比較してよりグロー
パルな，あるいは主観的とも言える側面があります。それは患者さんの全体像を把握する上では
有利に働きますが，教育方法を考えていく上においてはやはり弱点であり，漢方医学そのものを
より客観的なものに発展させていく努力が重要であると考えています。
当部門の研究目的は，下記の通りです。
1.漢方医学的病態からみた漢方方剤の薬理効果の基礎的・臨床的研究
2.病態や証を客観化するための指標を探索する基礎的・臨床的研究
3.漢方医学的病態の古典的解釈と客観的評価を統合した臨床研修プログラムの開発
参考
研修の案内
漢方診断学部門では漢方医学の研修の場を本学医学部和漢診療学講座と連係して提供します。
研修を希望される方は各研修コースの内容をご覧の上，所定の書類を揃えて，郵送にてお申し込
み下さい。なお同時期の受け入れ人数に限りがありますので，日程をご相談の上調整させ
て頂くことがあります。
1 ）短期研修コース（ 1～4週間）
目 標漢方医学の基礎知識と診察技能を修得する
対象漢方医学の研修意欲にあふれる医師・薬剤師・医薬学生
内容 1）勉強会 8:00～8:30AM（月～金）
2）外来見学（月～金）本学附属病院和漢診療部外来診療を見学
3）病棟回診見学（木）本学附属病院和漢診療部 教授回診を見学
4）講義内容漢方医学総論，診察手技，古典入門，小テスト
5）寺津捷年著「症例から学ぶ和漢診療学」（医学書院）を既読のこと
費用 教材費等の実費をご負担いただきますが，研修料は不要です
宿泊学内宿泊施設等を斡旋できますが満室のときは各自で手配して下さい
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2）中長期研修コース（3ヶ月～ 1年）
目 標東西両医学の長所を活かした診療ができる
対象漢方医学の修得意欲にあふれる医師
内 容指導医の下で外来・病棟における症例を通じた学習が主になります
費用 外来・病棟での診療行為を法的に担保するために医学部和漢診療学講座研究生
としての手続きが必要です
研究生の申請には約2ヶ月を要しますので， 3ヶ月前までにお申し込み下さい
なお研修生に収入はありません
1）授業料（国が指定する費用です）
入学料 82,500円入学検定料 9,800円授業料 156,600円／半年
（例）研修期間3～6ヶ月の場合 248,900円 6ヶ月～1年の場合 405,500円
2）医局費10,000円／月
宿泊 中期の場合は学内宿泊施設等を斡旋可能長期の場合は各自で手配
申込方法（両コースとも）
1 ）漢方医学研修希望に至った経緯
2）研修希望期間
3）履歴書（市販の形式で可） 1通必要写真は不要
4）連絡先（住所，電話番号， FAX番号， e-mailaddress）を明記のこと
5）申込先干930-0194 富山市杉谷2630番地
富山医科薬科大学和漢薬研究所漢方診断学部門研修担当係
TEL 076-434-7640 FAX 076-434-5066 
URL; http://www.toyama-mpu.ac.jp/md/wakan/diagnostics/index-j.html 
